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ケース

模型スケール 扶勢幾スケール

波高

(cm)

波周期

(S)

風速

(耐s)

波高

(m)

波周期

rs、

速

沿

風

価

発電時 4
06～ 30 7-37

暴風時

表 1風波動揺実験と実機との対応

4.実験結果

本実験では,浮体模型に対して正面入射規則波実

験であるため,サージ,ヒーブ,ピッチ方向の動揺量の

み評価した。

図 4には波高で無次元化された発電時における動揺

量の周波数応答を示す。ただし長周期領域では波の反

射の影響により波高 4cmで計演1されたピッチの時系列

データが急激に減衰したためこれらのヒーブ,ピッチデ

ータを除いた.図 4oからサージでは,風波動揺実験
の値は無風時実験の値に比べ共振周期付近での振幅

が減少していることが分かる。これは,風車ロータの抗

力による空力減衰効果によるものと推定される.一方 ,

共振周期から離れると無次元化された動揺量は風速の

影響が小さいことが分かつた。

図 5には暴風時の結果を示す。図 5では風速によら

ず ,無風時の値とほぼ一致したことが分かる。これは ,

ブレードに起因する空力減衰が,流体力による減衰に

比べ十分小さいためと考えられる.

表 2には動揺量の実験結果と実機スケールに換算し

た値を示す.発電時の動揺量はサージ 0.72m,ヒーブ

0.38m,ピッチ 0.10degと小さく動揺による風力発電量お

よび風車本体への疲労に与える影響は小さいと予想さ

れる。また暴風時においてもサージ 2.46m,ヒ ーブ

1。 15m,ピッチ 2.38degであり十分に安定していることが

確認された。

5。 まとめ

本研究では,浮体式洋上風力発電のために開発さ

れた軽量セミサブ浮体を対象に風水洞実験を行い,以

下の結論を得た .

1)提案された浮体は風車発電時の動揺量が小さく,
暴風時においても十分に安定していることが確認

された。

2)発 電時における無次元サージの値は共振周期付
近で,風車ロータの抵抗に起因する空力減衰によ

り,無風時に比ベサージの振幅が減少することが

分かった。

3)暴 風時においては風の影響は殆ど見られない。こ
れは暴風時には流体力による水力減衰効果が支

配的であると考えられる.
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(b)ヒーブ

図 4発電時周波数応答関数
(⇒ サージ (C)ピツチ

(b)ヒーブ

図 5暴風時周波数応答関数

表 2動揺量結果と実機スケール換算値
暢嚢型スケール 扶鉢幾スケール
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